
退官者の挨拶 0退官者を送る

私は、1959年に駒場から本郷の理学部物理学科天文コー

スヘ進学した。それ以来、40年間にわたり、最初は学生

として、その後は教官として、東大理学部にお世話になっ

た。この間、数え切れないほど多 くの人々から暖かいご

支援を頂き、感謝の念でいっぱいである。特に天文学教

室の教官、事務の方々に本当にお世話になり、感
~3fの

気

持ちはとても言葉では言い表せないほどである。

理学部天文へ進学を決意する際、私が一番心配だったの

は、将来天文学で生計を立てていけるかどうかであつた。

現在も天文学を専攻した場合、専門を生かした職につく

のは、なかなか大変であるが、当時はまだいわゆる池田

内閣の所得倍増計画の前で、日本全体も貧しく文字通 り

「天文なんかやったら食えないよ」という脅しをいわれ

ると、本当に心配であった。私は幸いにも、大学院博士

課程 2年生の7月 に、天文学教室の助手に採用された。

当時の教室主任の藤田良雄先生から、助手に採用します

と言われた時が、今までで最 もうれしかったことの一つ

ではなセヽかと思う。

私は25歳の時に助手に採用され、助教授に昇任したのが

39歳である。従って、助手を14年間やったことになる。

私が助手であった当時は、天文学教室では助手は特に演

習などの義務もなく、研究に専心していればよかった。

助手からなかなか昇進できないのもつらいものがあった

が、研究に専心出来たのは、逆に幸せであったとも言え
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る。また助手時代は、海外へも出やすく、

実際私の場合、助教授の時を含めると、

アメリカのコロンビア大学に2年、コロ

ラド大学に 1年、フランスのニース天文

台に 1年、 ドイツのマックスプランク天

体物理研究所に 1年 と合計 5年間の長期

海外研究生活を送らせて頂いた。

私は理学博士の学位を取った後、1967年

から69年までの 2年間、コロンビア大学

天文学教室に博士研究員として滞在した。

当時アメリカは、アポロ計画の影響で科

学予算も豊富であり、私が滞在したコロ

ンビア大学のボスも極めて鷹揚で、天文

であればどんな研究でもいいとのことで、

なんの義務もなく、 2年間のニューヨークの生活を楽し

んだ。また、この期間は東大紛争が起った時であったの

で、大変な時期に私は海外に難を逃れた形になり、当時

の同僚の方々には申し訳なく思つている。しかし当時は、

世界中で大学紛争が吹き荒れていて、コロンビア大学も

ご多分にもれず大学紛争があり、大学本部の建物が学生

に占拠された。コロンビア大学の紛争は、アメリカの学

園紛争では最も大きなものの一つで、『いちご白書』と

いうベストセラーで知られている。この 2年間、私は

ニューヨーク生活を満喫したが、コロンビア大学での研

究はあまり大きな成果が上がったとは言い難い。しかし、

私のライフワークとなる『恒星の非動径振動の研究』お

よび『矮新星爆発メカニズムの研究』という二つの研究

テーマは、いずれもコロンビア大学に滞在中に手を付け

始めた仕事である。いわば、この2年間はその後の研究

の孵化期間であった。

私が永年追求してきた研究テーマは、太陽を含めた恒星

の活動機構を明らかにすることである。その中でも研究

生活前半に取り組んだテーマは、『恒星の非動径振動の

研究』であった。このテーマについては、私が手を付け

始めた70年代初めでは、まだこの分野の研究者はほとん

どいない状態であった。しかし、その後大きな発展を遂

げて、現在では振動を使って太陽や恒星の内部構造を探

る『日震学』および『星震学』として、天体物理学の重

要な研究分野になっている。この研究は、私がコロラド

理学部での40年
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大学から帰国後の1970年代中ごろ、当時大学院生であっ

た安藤裕康さん (現国立天文台教授)や柴橋博資さん

(現天文学専攻教授)ら と一緒に行ったもので、これら

の研究で我々東大天文学教室は、当時この分野で世界を

リードしていたと自負している。これらの研究成果は、

海野和三郎先生を筆頭著者 とする同名の英文専門書 とし

て東大出版会から1979年 に初版、1989年 に改訂版を出版

することが出来た。

また次に取 り組んだテーマは矮新星爆発メカニズムの研

究で、これは1980年代から現在まで続けてきた研究であ

る。すでに述べたように、このテーマは私がコロンビア

大学に滞在中から手がけたものであるが、初期の段階で

はほとんど霧がかかつたような状態であった。しかしそ

の後観測面でも大きな進展があり、現在では私が1974年

に提案した『円盤不安定モデル』に沿った線で、矮新星

爆発の基本的なメカニズムはほとんど完全に解明された

と思っている。私が1974年 に提案したモデルはいわゆる

現象論的モデルで、円盤不安定性の物理機構は不明のま

まであった。その後、1980年代に、降着円盤の不安定性

の物理的メカニズムが明らかになり、それを使って矮新

星の爆発現象を数値シミュレーションできるようになっ

た。これらの研究は、やはり当時大学院生であった嶺重

慎さん (現京大助教授)等 と行ったものである。昨年10

月京都で、嶺重さんが中心になって、私の提案した『円

盤不安定モデル』の25周年記念の国際ワークショップを

開催して下さった。出席者の約半数の28名が海外からの

参加者で、海外からの友人を含めて多くの方々から祝福

を頂き、「天文学の研究をしてきてよかった」 としみじ

み幸せを噛み締めた。

私のライフワークであった以上 2つ のテーマは、それぞ

れ東大の柴橋教授、京大の嶺重助教授らによって引き継

がれ、その後さらに大きく発展している。これら目覚し

い発展を目にすることは、大変うれしく私自身大きな満

足を感じる。それとともに、すでに私の役害1は終わり、

次世代の人たちの舞台になっていることを痛感している。

最後に研究に伴う私的な喜びの一端をつけ加えたい。私

は、 4回にわたる海外赴任で、いずれの場合も家族を同

伴した。そのため、家族を通じてその国を知るという貴

重な体験をさせていただいた。なかでも、家内のアメリ

カでの出産、子供たちをフランス、 ドイツの学校へ入れ

たことなどが思い出深い。フランスおよびドイツの学校

については、それぞれ帰国後に東大学内広報に体験談を

載せて頂いた。家族共々、海外生活で色々なすばらしい

方々と知 り合うことができ、家族一緒にいろいろな国の

文化や生活に触れることができたのも楽しい思い出になっ

ている。もう一つ、学生時代以来、趣味らしいものを持

たなかった私が、50の手習いで始めたものに、『お絵描

き』と称するパステル画がある。なかなか思い通 りに描

けないもどかしさはあるが、私の性にあったのか、すで

に10年近 く続いており、研究会などへ出かける際は、パ

ステルの道具を持参し、その地の風景を描 くのも密かな

楽しみに加わった。 (写真は、パステル画の写生風景で

ある。)

私にとって理学部での40年間は、よき師、よき先輩、よ

き同僚、よき後輩に恵まれたしあわせな40年間であつた。

東大理学部を去るにあたり、理学部、理学系研究科のさ

らなる発展を祈念して、私の退官のご挨拶とさせていた

だきます。

どうも長い間、有難うございました。
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尾崎洋二先生は、恒星の動的現象の理論的研究を中心

に、多岐にわたる研究を行ってこられました。その中で

も、激変星等における降着円盤の不安定性理論、それに

太陽や恒星の脈動理論におけるご功績は輝かしいもので

あり、これらの分野における第一人者 として先生のご名

声は世界に広 く知られておられます。私は、激変星に関

しては、先生のご研究を脇で見聞させていただいたのみ

なのですが、しかし、これが謂わば特等席で舞台を楽し

ませていただくような贅沢でしたので、是非ここでご紹

介したいと思います。

激変星 というのは、ある日突然明るく輝き出す一連の

星々で、増光の度合や頻度などにより、現象論的に幾つ

かの型に分類されています。先生が学究生活をお始めに

なった1960年代は、これらの星は太陽に似た赤色の星 と

自色矮星のペアから成る連星系で、赤色星が自身の重力

圏一杯にまで広がり、温れたガスが自色矮星へ流出して

いる系である、という描像が固まった頃でした。激変星

の内で矮新星と呼ばれている星の爆発的増光の原因には、

このような連星系の性質が本質的役割を果しているとは

考えられるようになっていたのですが、それがどのよう

にであるかは判っていませんでした。1970年代になって、

赤色星から流出するガスの量が何らかの理由で突然増え

ることが原因だという説が出されたのに対し、先生は、

赤色星からのガスの流出量は一定だが、ガスは自色矮星

の周りに円盤を形成し、その円盤が時々不安定になって、

そこから自色矮星への降着量が増えて増光になるのだと

いう、降着円盤不安定性説を出されました。先生がこの

説を唱えられた時点では、実は未だ降着円盤の不安定性

のメカニズム自身は知られておらず、謂わば仮説だった

のですが、先生は、一定の水が定常的に流入していても

竹筒に溜まっていった水が或る量まで達すると突如筒が

反転して中の水を流出させるプロセスを繰 り返す、日本

庭園にある「添水」 (鹿威)に 問題の本質を見抜かれ、

矮新星を論じられたのでした。この 2つ の説はそれから

長い間世界中の研究者を 2分する論争になったのですが、

円盤が熱的に不安定 となることが理論的に示され、先生

の理論が予言する現象の観測的証拠も揃って、1990年代

には、先生の物理的直感の見事さを証明する結果となっ

たのでした。

1980年代後半には、先生は、一段 と目覚しい成果を挙

げ始められました。切掛は、降着円盤の計算機シミュレー
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ションの結果として、円盤の形状が大きく歪むことが見

出されたことでした。先生は、直ちに、これが赤色星の

潮汐力による新種の不安定性であることを見抜かれ、そ

の性質を明らかにされました。と同時に、先に述べた熱

的不安定性とこの潮汐不安定性を組み合わせることで、

問題の矮新星を見事に説明されました。複雑な増光の特

性を解明される先生の論理の進め方は、まるで名探偵の

鮮やかな謎解きを眺めるようで、知的興奮をそそらずに

はいられない、それは見事なものでした。

先生の激変星の理論研究は更に進展します。激変星に

分類される様々な型の星の特性を、熱的不安定性と潮汐

不安定性を組み合わせることによって、降着円盤の不安

定性 というパラダイムで統一的に説明しようというので

す。個々の激変星の特性ですら複雑なうえ、増光の時間

尺度も、星の種類により様々で、短い方は数時間から、

長い方は数十年、いえ観測もなされていない程長いとい

うスケールにまで及んでいて、しかも主たる観測情報は

明るさの時間変化だけというのですから、統一理論構想

を初めて聞かれた方は誰でも、なんと野心的な、と思わ

れたに違いありません。しかし、先生は、赤色星から白

色矮星への質量降着率 と連星の公転周期 という2つ のパ

ラメーターで全ての激変星を見事に説明されたのでした。

一旦、この理論を聞いてしまうと、混沌とした観演1現象

が一気に明瞭に、しかも無理なく説明出来てしまい、一

体何故それまで長い間問題だったのか、という気になっ

てしまいます。それは、必死で考えても判らなかった幾

何の問題を補助線一本ですっと解いて見せられたような、

爽快な驚きの感覚です。現在、この統一理論の証拠固め

は着実に進んでいるように見えます。

先生の数多い研究のご功績の中でも、激変星の理論的

研究は、矮新星の増光機構についての最初の提唱から激

変星の統一理論の構築まで、学究生活をお始めの頃から

停年をお迎えするまでの長年にわたって、常に先駆的に

行ってこられた、正に先生のライフワークと位置付ける

に相応しいものです。先生からは、多 くのご指導を頂き

ましたが、先生が、長編の作品を書き上げるかの如 くに、

息の長い、しかも切れ味の鋭い、ご研究をなさるのを日々

間近に拝見させていただいたことが、何にもまして贅沢

なお教えを授かったことであると、感謝する次第です。

4月 からは、先生は本学を離れられますが、先生の更な

るご活躍を楽しみにさせていただきたく思っております。

尾崎先生送別の辞

●
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1959年 4月 に理学部物理学科へ進学し、本郷キャンパ

スに来てから、ちょうど40年になる。それ以来、駒場キャ

ンパスで過ごした大学院生、助手の時期と、海外へでか

けた時期を除けば、ほぼ30年間、これまでの人生の半分

を、この本郷キャンパスで過ごしたことになる。最近話

題 となっている大学問の人事交流という面から見れば、

悪い見本 といえよう。それにしてもこの長い年月、大変

居心地良く過ごさせていただいたことに、深く感謝したい。

物理学科での私たちの学年は、大学院への進学率が当

時としては高く、その後も研究教育職に就いた人が多かっ

た。同級生には、大学、研究所で活躍している人が大勢

いるが、特に市村宗武現副学長 とは大学院で同じ研究室

に所属し、研究もさることながら、テニス、山歩き、ス

キー、囲碁と遊びにも熱中して、忙 しくも楽しく充実し

た学生生活をともにしてきたことを思い出す。市村さん

にはそれ以来、何か困ったことがあると相談に乗つて頂

き、ご迷惑をおかけしている。

私たちの指導教官は、当時教養学部物理教室にいら

しゃった野上茂吉郎先生で、その学者らしい風格に憧れ

たものであった。残念ながら14年前にお亡 くなりになっ

てしまったが、お好きだったパイプをくゆらせながら、

セミナーを取 り仕切っていらっしゃった姿が、心に焼き

付いている。先生は自由放任主義で、私たちは全 く気ま

まに研究させて頂いた。よく遊び、よく (?)学んだ駒

場での 8年間は、その後の理学部での研究 と教育の基盤

を作った期間であった。

1969年 の秋に、理学部へ講師として移つてからは、当

時助教授でいらっしゃった有馬朗人先生のお手伝いをし

て、原子核理論研究室 (通称「有馬研J)で研究 と教育

を進めることになった。有馬先生の研究テーマは、主と

して「原子核構造の理論」であったが、私の方は有馬先

生が「飛んでいる物理は性に合わん」とおっしゃってい

た原子核反応に興味を持っていた。その後、1973年 から

75年 にかけて、アメリカ、ニュージャージー州のラトガ

ス大学 とMITと に 1年ずつ滞在させて頂き、核反応で

もエネルギーの高い領域に目を向けることになった。当

時は、「申間子工場Jと よばれるパイ中間子の 2次 ビー

ムを生産する実験施設が世界各地で完成し、実験データ

「東大理学部での40年」

矢 崎 紘 ― (物理学専攻)
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が次々と出てきた時代で、パイ中間子と原子核 との相互

作用を中心に、いわゆる中間エネルギー核物理が急速に

進歩 していた。MITは この分野の研究者が集まってい

て、私もその仲間入 りをしたのである。有馬先生はちょ

うどその頃、財目互作用するボゾン模型Jを提唱され、原

子核構造、特に原子核の集団運動に関する輝かしい業績

への第 1歩を踏み出されたところであったが、私はそれ

とは相補的な、中間エネルギー核物理、ハ ドロン物理を

選んだ。物理教室は「講座制」ではなく「研究室制」を

とっているので、有馬研究室 と私の研究室とは一応独立

していたが、実質的には原子核理論研究室 として、研究

活動を一緒に行い、これは1989年、有馬先生が総長とな

られて物理教室をお去 りになるまで続いた。原子核物理

について多 くのことを教えていただいたのは勿論である

が、それに加え、研究の進め方、研究室の運営、大学院

生のま旨導のお手本を見せて頂けたのは、幸いであった。

この10年で最も印象に残っているのは、何といっても、

1993年 1月 に行われた物理学教室の外部評価である。総

長 として任期を終えようとしていた有馬先生の提案で、

南部陽一郎シカゴ大教授を委員長とし、他に外国人 3名、

日本人 4名 の計 8名 の委員は、国際的にも著名な鈴々た

るメンバーであった。当時たまたま教室主任を仰せつかっ

ていた私は、どのような準備をしてよいのか分からず、

多くの方々に助けて頂いた。特に実務、予算については、

事務の方々に大変お世話になった。改めて御礼申し上げ

る。評価委員会からは多 くの助言を頂き、物理学教室も

それに応えて学生による授業評価を始める等の改善策を

講じたが、指摘された外国人スタッフ、女性スタッフの

不足は、今後の課題 として残っている。

最後に、このところ少し気になっていることを申し上

げて、結びとしたい。大学院重点化、研究所、施設の改

組、柏新研究科の設置など、大学の運命を左右するよう

な重要な問題が、この数年、次々と生じ、教授会で議論

され、結論が出されてきた。しかし、その決まり方に、

だんだん行政指導の傾向が強 くなってきたように思われ

る。極端にいえば、教授会では大学本部の考えが紹介さ

れ、それを承認しているだけのように見える。重大な意

思決定に十分な時間が与えられないのが、その原因のひ

とつといえるかもしれない。しかし、それで納得してし

まうのには危険を感じる。少なくとも教授会は拒否権を

持つことを確認するべきだと思う。議論を積み上げて意

思決定するのは効率が悪 く、臨機応変の対応が出来ない

のは確かである。また、教授会メンバーの大多数は研究、

教育以外のことに時間を費やすのは惜しいに違いない。

しかし、このままでは、研究者側に立った意思決定がな

されなくなってしまうのではないかと危惧する。効率は
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良 くても、誤った方向に進むのでは大変である。研究者

の意思が十分に反映されるような、効率の良い制度が作

られるまでは、せめて上で述べた拒否権を手放さないで

欲しい。

さて、はじめにも申し上げましたが、学部から40年、

教師として30年、長い年月を楽しく過ごさせていただき

ました。本当にありがとうございました。

矢崎紘一先生に初めてお目にかかったのは私が駒場の

2年生で 4学期の講義を受けた時でした。1971年 のこと

です。矢崎先生は講師として物理学教室に着任して 2年

たった時でした。まったく無駄のない、きびきびとした

解析力学の講義でしたし、何よりも先生の若々しさにびっ

くりしたのを今でも覚えています。

矢崎先生は日本で分野 としての原子核物理学が成立し

た頃にアカデミックなキャリアを始められました。本郷

の物理学教室に有馬朗人先生の研究室ができ大学院生を

採るようになったのは矢崎先生が大学院に入学された翌

年から、というようにまさに原子核物理学の揺笙期でし

た。同時に駒場の野上茂吉郎先生の研究室に入られたの

が、現冨1学長の市村宗武先生です。お二人は学部生の頃

から今日に至るまでの友人です。実際、大学院では御一

緒に原子核の磁気モーメントや芯偏極効果の研究をなさ

いました。しかし、お二人の交友で後々まで最も影響を

与えたのは市村先生が矢崎先生に教えたと言われる碁か

もしれません。私が学生だった頃、先輩から矢崎先生の

「伝説」を幾つも聞かされました。その内最も衝撃的だっ

たのは、矢崎先生は大学院生時代、研究室に来るとほと

んど碁ばかり打っていて一体いつあんなに多 くのことを

勉強していたのだろう、というものでした。

学位論文の頃から駒場での 3年半の助手、そして既に

触れましたように本郷に講師として移られた頃までは、

主に原子核の反応について色々な面から研究されました。

原子核は陽子や中性子の集まりですから、原子核どうし

が衝突したり近づいたりすると、たとえば、中性子が一

方の原子核から他方に乗 り移ったりと、色々な動的な現

象が起こります。この核反応に関して実に多岐に渡る業

績を残されています。

1973年 からMITな どに 2年間滞在されました。この

頃が矢崎先生の原子核物理学の表面上のターニングポイ

ントだったように私には思われます。ちょうどこの時期

に中間子 と原子核の関わりにウエイ トを置いた中間エネ

ルギー物理学 という分野が急速に勃興してきました。中

間子をメソンといいますが、メソンの比較的強いビーム

を出すメソンファクトリーが数箇所で建設された時期で

大 塚  孝  治 (物理学専攻)

otsuka(Dphys.s.u― tokyo.ac.jp

す。矢崎先生は大学院時代から既に原子核中で中間子の

果たす役割に興味をお持ちで、磁気モーメントの研究も

中間子の効果に関するものでした。それが、この時期に

大きく発展し、パイ中間子に関する様々な研究を次々と

始められました。

1980年代に近づいて くると陽子や中性子をさらに細か

く見て、クォークの視点から原子核を考える物理がちら

ほらと出始めました。矢崎先生はこの分野にもいち早 く

進まれて、クォーク模型による核力 (中性子や陽子に働

く力)やクォーク・クラスター模型、カラー・ トランス

ペアレンシー、最近ではNJL模型など今日の研究活動

につながるテーマを始められています。このような分野

はハ ドロン物理と呼ばれる分野です。このように、核反

応の分野から始められ、中間エネルギー物理の誕生から

そのハ ドロン物理への発展的解消、という大きな流れそ

のものと矢崎先生のキャリアは大きくオーバーラップし、

常に先進的な研究をされてきました。そして現在はハ ド

ロン物理の発展に努められています。

矢崎先生は何事につけ、始められるとある満足すべき

段階に至るまではとことん進まれる方で、それは様々な

Jl■味の進め方にもよく現れていらっしゃいます。水泳が

お好きなのですが、助手になられるまでは泳げなかった

そうです。それが精進されてついには文部省職員の大会

に東大代表で出場されるまでになったそうです。

また、学問上は矢崎先生は常に厳正な、そして「最終

的な」判断をされる最高裁半J所長官のような方である、

と広 く認められています。実際、御本人のやっている分

野以外の事柄にまで、原子核物理の範囲内とは言え、先

生のように的確に理解、判断できる方は世界中探しても

見つからないのではないかと言われています。そういう

方に本学を去られるのはつらい気持ちで一杯ですが、こ

れを節目に何か新しい方向を見つけ、さっさと進まれる

のではないかと思います。春からは東京の私立大学に移

られるとお聞きしておりますが、これまでの御指導、御

激励に感謝し、また教室主任、専攻主任などの職務にも

御礼申し上げながら、ますますの御研究の発展と、御健

康をお祈 り申しあげます。

矢崎紘―先生を送る
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平成 9年 4月 に、旧原子核研究所 (核研)の改組に伴つ

て原子核科学研究センターが発足した際、核研から理学

系研究科に移ってきた。それから2年間、新しいセンター

を作 り上げて行 くということを意識しつつ、理学系研究

科の一員として、新しい環境で新しい経験をしながら楽

しく仕事が出来たと思う。

この 2年間はセンターにとって過渡期であった。実際、

発足時に組織が変わったとはいえ、研究場所や実験装置

は核研より引き継いだものだし、高エネルギーカロ速器研

究機構 (KⅨ)の人員構成 も核研時代 と大きく違った

わけではないので、見かけ上はほとんど変化はなかった。

その上、発足時のKEKと の約束で、この 2年間は全国

共同利用研究所であった核研のサイクロ トロンの共同利

用をKEKが引き続き運営してきたので、センターとし

ての独自性を出すのには制約が大きかった。

核研改組の際に、小型の重イオン加速器を中心施設 とす

るこのセンターを理学系研究科附属にすることは次の二

点でメリットがあると考えた。

第一は、原子核・素粒子研究の基本的実験手法である加

速器からのビームを用いた実験研究 (イ オンの発生、加

速、標的への照射、発生粒子の検出)を数人で実行でき

るから、この分野の教育に適している点である。大型、

あるいは超大型の施設を使った研究では、数十人、時に

は数百人の研究者がグループを形成して一つの研究を遂

行して行 くが、そのような場合には一人の研究者は必然

的に研究の一部を分担するに過ぎない。すでに経験豊か

な研究者はどのような分担でも得意な分野を担当すれば

良いが、若い研究者は自分の分担に埋没する危険がある。

研究者としての早い段階で、実験の企画、実行や基本的

手法を数人のグループで行う実験から会得して行 くこと

は、後に大きなグループで仕事をする場合にも、有益に

なることであろう。

教育や研究が重要だからといって、費用対効率を度外視

退官にあたって

関 回 雅 行 (原子核科学研究センター)

sek@cns.s,u‐ tokyo.acip

してよいものではない。もう数年前になるが、核研のカロ

速器研究部 (そ こに所属していた)に研究生として外国

人がやってきた。日本の或る大型加速器施設で博士論文

の仕事をするために、米国の大学から日本に 3年間留学

した後のことであった。或る時、米国の指導教官が博士

論文を可としたといって喜んでいたので、彼の研究につ

いていろいろと聞いてみた。彼の研究といっても、大き

な実験グループでの研究の一部なのであろう。データは

されいだし、外国の他所の研究所で得られた多数のデー

タのちょうど真中になって、理論曲線 ともよく一致して

いて、立派な仕事のように思えた。最後に、"What's

newP" と聞いてみたら、彼の答えは "Nothing new!"

であった。

第二は、イオン・ ビームの実験手段 としての可能性であ

る。イオン・ビームは今や基礎研究 。応用研究を問わず、

広 く手段として使われているので、広い分野の研究に使

うことを試みることも必要かと思う。実際、センターに

なってからも、ECRイ オン源からの多価イオンを用い

て、孤立特異系としての多価イオンの性質や、多価イオ

ンの団体 との相互作用の研究を行ってきた。また、ガヽ型

ECRイ オン源を半導体製造用イオン・インプランター

のイオン源として、工場の製造工程に応用する試みも行

った。

センターが核研から引き継いだサイクロトロン施設は、

1970年代前半 (高度経済成長の初期、オイルショックの

前後)に建設されたもので、今では大型施設には入らな

いが、建設以来長い問核研の主力装置として全国共同利

用に供されてきた。その間、社会情勢や原子核分野の環

境が変化し、それをセンターが比較的小人数で活用して

行 くのは、また別の困難が伴う。一つは人員である。建

設当初、建設予算とともに運転要員が何人か (4-5人
と聞いている。当然、関係者の多大な努力があっだに違

いない)増員された………そのような時代であつた。それ

で、省力化、省エネルギー化 という観点は設計ではほと

んど考慮されず、いかに少ない建設費で良い性能のもの

を作るかという点に最大の努力が払われたように思う。

それを、今の時代に合わせて、このセンターが運用する

には何らかの工夫が必要となろう。新しい装置に更新で

きればそれに越したことはないのだが。

もう一つはインフラス トラクチャーである。例え小型 と

はいえ、サイクロトロン施設には電力・冷却水・放射線

管理の設備が不可欠である。核研時代には、古 くなった
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とはいえ長年の蓄積も有つて、空気のように既存のもの

として一応忘れていても事が済んでいた。センターが田

無キャンパスに残るとすれば、これからは自前で運用す

ることになる。

原子核科学研究センターは 2年間の助走期間を終え、こ

れから理学系研究科附属のセンターとしての独自の道を

歩むことになる。そうなることは当初からわかっていた

ことなので、この 2年間にその基礎を作 り上げようと努

力したつもりではあるが、外的要因も絡んで、上記のよ

うにまだ残された課題も多い。最初に考えたこのセンター

のメリットが生かされるには程遠い状態でセンターを去

ることには心残 りもあるが、これらの課題を解決し、セ

ンターが理学系研究科附属の機関として研究と教育に成

果をあげて行 くことを期待したい。

最後にこの二年間いろいろお世話になったセンターの同

僚諸氏、理学系研究科の先生方、事務の方々に感謝いた

します。

関口先生は我が国のサイクロトロンカ日速器およびイオ

ン源の研究分野の第一線で長年活躍してこられた。1972

年、旧原子核研究所 (核研)時代に我が国最初のAVF
サイクロトロンを完成させ、全国の原子核実験グループ

が核研で共同利用実験を行う貴重な礎をつくられた。ま

たその後電子サイクロトロン共鳴を用いた重イオン源を

開発し、同サイクロトロンの性能を飛躍的に向上したグ

ループの中核的存在として活躍された。

先生は1961年、東京大学理学部物理学科を卒業後、大

学院核反応物理学講座、野上研究室に入られた。タンデ

ム・ ヴアンデグラーフによる微細な原子核構造・反応実

験研究が世界的にも注目されはじめた時期にあたり、同

研究室では我が国初のタンデム加速器の建設を開始した。

しかし、同加速器の建設 。調整は困難をきわめ、大学院

学生も研究の大半の時間を運転 。調整作業に費やした。

関口先生はタンデム加速器の建設に参加した大学院生と

しては最上級生にあたる。大学院 5年が終わった時点で

は無論のこと、約 2年ほどの研究生や 1年更新の任期付

き助手ポストにあった時期においてもタンデムからは研

究論文になるような実験成果がほとんど出なかった、と

いう苦闘生活を送られた。

1968年、核研の低エネルギー研究部、サイクロトロン

グループに助手 として参加され、当初はFMサイクロ

トロンの回転式コンデンサーの改良、 3 He加速試験等

に寄与された。同時に、科研費「サイクロトロン初期状

態研究用電磁石」の設計、製作にあたり、これによる我

が国最初のAVF型サイクロトロンであるINS‐SFサ イ

クロトロンのモデル研究を開始された。その研究成果に

基づき、サイクロトロン本体の建設にあたっては、関口

先生は、イオン源、垂直入射系、高周波加速系、など主

要部分を担当してSFサイクロトロンの建設の成功に大

きく寄与された。

1972年、SFサイクロ トロン完成後、その運転、改善

片 山 武 司 (原子核科学研究センター)

katayama@cns.s.u‐ tokyo.ac.jp

を継続的に実施す ると共に、SFサ イクロ トロンの
3Heビームを用いて、坂井光夫先生が始められた原子

核内の深い空子L状態の研究を実験チームの中心となって

推進し、この研究で博士の学位を取得された。また、宇

宙航空研究所の西村純教授と共に「宇宙空間における大

容量メモリー素子のソフトエラー」、また教養学部藤本

文範教授 とともに「結晶チャネリングによるオコロコフ

励起現象」の研究等を行い、イオンビームの応用研究に

も先駆的貢献をはたされた。

1970年代後半、助教授昇任後、サイクロトロン責任者

として技官グループを指導し30年 に渉るSFサイクロト

ロンの長期稼働を維持し続け、核研全国共同利用を支え

られた。その間、開発研究の面でも、垂直入射系の改良、

ECR型重イオン源の開発の中心となり国際ワークショッ

プを主催する等の活躍をされた。オランダ、グローニン

ゲン大学における長期在外研究の際には、核物理研究の

面でも重要な貢献をされた。

1997年 に、原子核研究所の改組に伴い新しく発足した

理学系研究科附属原子核科学研究センターの教授となら

れ、発足まもないセンターの運営の基礎固めを石原セン

ター長とともに行い、今日停年を迎えられた。この間の

事情、また考えについては先生自らお書きになっている

「退官にあたって」に詳しくかかれている。

先生は生粋の江戸っ子であり、ポンポンとぶっきらぼ

うに話をされる。またずいぶんと照れ屋でもある。した

がって正確に先生の意図が伝わらず、誤解を招 くことも

多々あるが、おっしゃるところは極めて論理的に厳格で

あり、また優しいお人柄である。スポーツを愛し、大学

時代から野球のピッチャーをされ、研究所の対抗戦では

エースであった。最近は江夏のように腹部の大きさに邪

魔されて快投もままならない御様子ではあるが、時折昼

休みなどには若手を相手にキャッチボールを楽しんでお

られる。退官後も先生のご健康 と、加速器物理 。工学研

究分野での益々の御活躍を心からお祈 りいたします。

関口雅行先生を送る

●

●
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下加茂寮のトイレではしゃがめないほどの疲労困億だっ

た。帰 りの東京駅の階段を一段一段ようや くの思いで上

がった。昭和50年 6月 8日、戸田寮からバスでスーター ト

地点まで南下し、下加茂寮をゴールとする伊豆半島縦断

レースに参加したときのことだ。それまで走った最長距

離は13km、 フルマラソンを走るのは初めてだったので、

ペース配分は無茶苦茶だった。峠を越えて下 りをバンバ

ン飛ばしたら、膝がやられ平地で走れなくなり、悲惨な

状態に陥った。でもこのときは120～ 130人 中13位で、有

光敏彦君、落合勲君と組んだ理学部物理学科チームは堂々

団体 3位に入賞した。今でも居室に賞状が飾られている。

翌年、戸田寮を起点とし、真城峠、古宇、大瀬、井田を

通って戸田寮に戻ってくる第一回伊豆・戸田マラソンレー

スに、10位以内入賞を目指して参加したが、前年の苦し

さが頭にこびりついていて用心し過ぎ、30位 ぐらいに終

わってしまった。伊豆西海岸沿いに富士山を眺めながら

走る素晴らしいコースだが、なんでこんな苦しい思いを

しながら走るのか、もう来年は走 らないぞと心に決めな

がら、次の年には苦しみを忘れ、10回以上も走ってしまっ

た。なぜこんなものに取 りつかれたのか ? 大学院で宮

本梧楼先生の研究室に入れてもらった。修士課程一年生

のとき、変なことをするのが大好きな先輩の鈴木さん、

久保さんと、昭和37年 7月 10日伊豆東海岸、宇佐美寮か

ら西海岸、戸田寮までの伊豆半島横断徒歩レースに参加

したのが、きっかけだ。このレースは 3人 1組が常に一

緒に走 り、途中修善寺では強制的に20分休憩を取らされ、

楽なレースだった。翌年は逆に戸田寮から宇佐美までの

レースで、このときは、玉野さん、岡林さんと参加し、

最後に 1チームを追いぬいて 3位に入った。大学院を卒

業し、名古屋大学に 6年間いた。東大に戻 り2年後、伊

豆地震で中断されていたレースが再開された。このとき

からレースは前 2回 と様相をがらりと変え、一人一人が

全力疾走するマラソンとなった。このマラソンは物理学

教室に縁が深い。西島先生門下で素粒子論専攻の佐々木

建昭さんが第13回 まで 7連覇し、昨年は小林孝嘉研出身

の大井さんが優勝している。伊豆 。戸田マラソンを走る

と人生観が変わると物理学教室の多 くの人を唆し、走ら

遠 山 濶 志 (物理学専攻)

toyama(Dphys.s.u― tokyo.ac.ip

せた。その被害者の中には牧島先生もいる。大抵の人は

1回で止める。私は走るプロではなく、マラソンは伊豆・

戸田マラソンレースしか走らない。普段テニスを楽しむ

だけでレースーケ月前に走 りこむ程度である。一万人規

模の市民マラソンと較べ、伊豆・戸田マラソンは実に恵

まれた、家族的雰囲気にあふれたレースだ。前夜戸田寮

に泊まるので、参加者は120人程度に制限され、お医者

さん、看護婦さん、学生課の方々、運動会の理事長が車

で伴走してくれ、何箇所かのチェックポイントでは運動

会役員がお握 り、飲み物、果物を用意してくれる。尊敬

している西島先生が偶々運動会理事長をされていたとき

には伴走車から何度 も応援していただいた。帰 りの戸田

―沼津までの船の中でお話を伺った。つい昨日のように

思い出す。還暦を過ぎた昨年11月 はこれで打ち止めと宣

言して走った。運動会理事長、工学系研究科長の中島先

生に伴走車から応援していただいた。108人参加の中で6

9位 (4時間55分)程度の記録ながら参加 しているのは、

このように恵まれたマラソンレースと毎年一回七夕と同

じように昔馴染みの人たちと戸田で会える楽しみからな

のかも知れない。停年で最後のマラソンレースと宣言し

たのにも拘ず、気持ちが揺れる昨今である。

1967年 に物理学専攻を卒業し、名古屋大学プラズマ研

究所の助手になり6年が過ぎた、1973年 、吉川庄一先生

がプリンス トン大学から東大に戻られ、助手にならない

かと誘われた。核融合研究の世界で吉川庄一先生は大河

千弘先生 と並んで、神様のような存在だったから、喜ん

で東大に戻った。しかしながら、以来停年まで26年の長

きにわたり東大にお世話になるとは思わなかった。最初

の仕事は非円形断面の トカマクを作ることだった。吉川

庄一先生は原研の大きな装置 」T60を作 ることに奔走

されていたから、東大の仕事は全面的に任された。オイ

ルショックに運悪 くぶつかり、製作すると口約束をして

いた日立に投げ出された。翌年、町工場二つを使い、 5

分の 1の 費用で非円形断面 トカマク :TNT(Tbkyo
Noncircular Tokamak)を 作 り上げた。当時、非円形

断面 トカマクがプラズマ閉じ込めの性能を上げられるか、

全 く未知の状態で、東大、米国のGA、 英国のカラム研

究所、ロシアでほぼ同規模の実験が行われていた。国際

熱核融合 (ITER)も 含め、現在ほとんどの装置が非円

形断面である。当時大学院生 7人、技官 1人 と私の超零

細企業でも十分貢献出来たことは幸運であった。1983年

から約十年間工学部原子力工学科 との共同研究で逆転磁

場ピンチREPUTEの 実験を行った。非円形断面 トカマ

クのときと違い、この計画は、理学部 :教授 1、 助教授

1、 助手 2、 技官 1、 工学部原子力工学科もほぼ同規模

思い出と提言
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退官者の挨拶・退官者を送る

の陣容、予算 :約 4億 5千万円でスター トしたが、完全

に失敗した。中国人留学生の吉君が揺動による熱輸送の

実験結果を世界に先駆けて発表し、逆転磁場ピンチの輸

送問題に貢献できたのが唯一の救いである。1993年 から

球状 トカマク TST(Tokyo Spherical Tokamak)の 実

験を始めた。このテーマは20年前の非円形断面 トカマク

:TNTを始めたときと同じような状況にあり、零細企

業でも世界に貢献出来る可能性を持つ。幸い高瀬さん、

江尻さんが柏で発展させてくれる予定なので、大いに期

待している。

核融合研究において、今後十年間で最も重要な研究課

題ば二つある;[1]乱流による熱・粒子輸送の機構を

物理学の第一原理から解明し、プラズマ閉じ込めの物理

学を確立し、将来の核融合炉に対する指針を作る。最近

新しい計演J技術の開発が進み、プラズマ閉じ込めの物理

は今最も面白い収穫期にある。[2]D‐T反応により発

生するα粒子の閉じ込め、加熱、不安定の実験を行う。

現在核融合炉はα粒子による自己点火を考えているの

で、この研究なしには先に進めない。[3]国際熱核融

合炉 (ITER)に取って代わる可能性のある球状 トカマク

のような新 しいプラズマ閉じ込め方式の研究を行 う。

[2]の α粒子物理学の実験 を行 うには大学では持て

ない大型 トカマクが必要であるが、[1][3]のテーマ

は大学規模でも十分実験出来る。Next Step(ITER)、

DEMO(実証炉)を経て核融合炉が実用に供されるに

は50年かかるといわれている。このような長期研究で最

も大事なことは人材養成である。核融合研究が Science

であるためには複数の装置で実験を行い、現象を確認し、

また競争が行わればならない。このような観点からみる

と、世界で一つの国際熱核融合炉 (ITER)を 作ったり、

大学の研究を土岐市の核融合研究所に集中したりするこ

との愚かさは自明であろう。日本の核融合研究を進める

ために必要なことは国分寺構想の実現である :10～ 50億

円の予算規模で日本各地に10箇所程度の研究拠点をつく

り、若手研究者を育成し、プラズマ閉じ込めの物理学を

確立することである。

核融合研究を含め、いろいろな分野で現在大活躍し、

リーダーシップを取っている優秀な若手研究者と仕事を

する機会を与えてくれた物理学教室に感謝し、物理学教

室の更なる発展を祈 りつつ、大学を去 ります。

●

●
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退官者の挨拶・退官者を送る

遠山先生は本学理学部物理学科を卒業後、大学院は活

発にプラズマ実験を推しすすめられていた宮本梧楼先生

の研究室に進まれ、昭和42年に理学博士を取得されまし

た。その後、名古屋大学プラズマ研究所の助手として活

躍されていましたが、プリンス トン大学より吉川庄一先

生が物理学科教授 として着任された昭和48年 に、吉川先

生の助手として物理学科に戻って来られました。その後、

講師、助教授を経て教授 となり今日に至るわけですが、

その間プラズマ物理における数々の新しい分野の開拓に

貢献されました。先生の代表的な業績は、不均一磁場 と

高周波電場を組み合わせた新プラズマ加速方式の開発、

イオンサイクロトン周波数帯における二成分イオンによ

る混成波共鳴の世界初の検証、TNT非円形断面 トカマ

クを用いた世界に先駆けたD型断面プラズマの優れた安

定性の実証、REPUTE-1装 置での測定に基づいた、逆

転磁場ピンチにおける熱輸送が静電揺動でなく磁場揺動

によることの解明、そして最近ではやはり世界に先駆け

た球状 トカマク装置 TSTに おける低アスペクト比 トカ

マクの熱輸送、電流駆動の実験などです。この間、遠山

先生のお教えを受けた学生諸君は、現在核融合研究の各

分野において指導的な役割を果たしており、他の分野に

進まれた方々もそれぞれ立派に活躍されています。

遠山先生に私が初めてお世話になったのは、遠山先生

が吉川先生のプラズマ実験研究室を引き継がれて間も無

いころでした。私は学部 4年生の後期に、A/1inimakと

いう小型 トカマク装置で静電プローブや磁気プローブを

使った実験をすることになりました。このときの遠山先

生との接触は 1学期間だけでしたので、詳しく理解して

いるとはとても言い難いのですが、エネルギーに満ち温

れ、実験には情熱をもって接しておられたという印象が

強 く残っています。これがきっかけで、私も以後約21年

間 トカマク型装置を使った核融合研究に従事することと

高 瀬 雄 ― (物理学専攻)

takase@phys.s.u―tokyo.acip

なりました。私は学部卒業直後にMITの大学院に移 り、

学位取得後も研究者 としてMITに残ることになったた

め、遠山先生との密接なつながりがあったわけでないの

ですが、機会のあるごとにご連絡をいただいたり、こち

らも帰国のおりには研究室にお邪魔するという具合で連

絡を保つていました。そのようなおつきあいを通して私

が強 く印象を受けたのは先生の行動力です。先生はサン

ディエゴにある Gёneral Atottcs社 の Dotlblet装 置や

プリンス トン大学の PLT装置、ウィスコンシン大学の

MST装置を使った共同研究のため、アメリカに長期滞

在されたこともあります。これらの研究所での研究成果

はもちろんですが、そのほかにも個人的にいろいろな実

績を残しておられます。なかでも小型飛行機の操縦免許

を取得されたのは特記に値するものです。

さて、その遠山先生も平成11年 3月 をもちましてご退

官されるわけですが、現在でも朝早 くから大学に来られ

(御茶の水からの始発の学バスを待つのがいやなので歩

いて来 られることが多いそうです)、 昼休みにはテニス

をされ、毎年戸田マラソンに出場されるほか、冬はニセ

コでスキーをされます。相変わらずの活動力には感心す

るばかりです。最近はウィンドサーフィンも始められた

そうです。また、先生は料理がお好きで、朝は研究室に

来てから朝食をとり、昼も必ず自炊されています。遠山

研で宴会があるときには、持ち回りで研究室のメンバー

が料理を作るという伝統があります。遠山先生の持論は

「料理ができないような者はよい実験家にはなれない」

ということで、遠山研のパーティーは何時も実に和気あ

いあいで楽しいものとなっています。

遠山先生、これからも今までどおり活発なご活動を続

けられ、東大での様々な思い出を忘れず、いつまでもお

元気でご活躍 ください。

遠山先生を送る
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退官者の挨拶・退官者を送る

おせわになりました

独立をめざして、工業高校へ。昭和32年原子核研究所

に入所しました。職場は「回路室」でした。平凡に生活

できればとだけ考えていた自分にとって、ショッキング

なことがらが幾つかありました。当時の田無は、新しい

研究所を作るんだという、気概にあふれていました。技

今 西   章 (原子核科学センター)

irnanisia@tanashi.kek.jp

術者は結果的にせよ戦争に加担した。研究者には社会的

責任がある。等、思ってもみなかった課題をだされて、

安保闘争に参加することになった。これらの過程で、社

会的存在 としての、自分の行き方の柱のようなものが作

られたように思います。

真空管→ トランジスター→ ICと 、それぞれ新しい経

験をさせていただき、測定回路の作成に取 り組んできま

した。いつも自分の未熟さに不安をかかえ、実験に役立

つお手伝いが出来たのだろうか ? 自問しながら、いつ

のまにか定年をむかえました。この間、沢山の技術者仲

間、研究者、事務を含めサポー トスタッフにおせわにな

りました。ありがとうございました。感謝しています。
●

今西さんは昭和32年原子核研究所 (核研)に技官として

入所、本年助手として退官されます。平成 9年核研廃止

の後原子核科学研究センターに移 られ、東大で42年間ご

活躍になりました。この間、原子核・素粒子物理の実験

研究を電子回路製作の面から支えると共に、論理回路の

技術者 としてご業績を挙げられました。

昭和30年発足の核研は、日本の原子核研究に必要なサイ

クロトロンや電子シンクロ トロン (ES)等の大型加速

器施設を有する共同利用研究所 として重要な使命を果た

しました。当初は国内の電子回路技術の水準が低 く、検

出器用回路は全て核研で開発せざるを得ませんでした。

このため物理研究者を中心に回路室を作 り、採用した工

業高校出身者を専門技術者集団として養成して回路の国

産化を図りました。今西さんはこの回路室の初期からの

メンバーでした。

回路室では電子部品の信頼性・耐久性を試験して標準品

を選定したり、標準回路の設計・製作を行いました。 ト

ランジスター登場前で、回路は全て真空管式であったの

で、19イ ンチラックを上下いっぱいに詰めても現在の

CAMAC(カ マック)モジュールー枚以下の能力でした。

丸  山 '告 ― (原子核科学研究センター)

maruyama@tanashi.kek.jp

深夜まで仕事をし、椅子 2脚で器用に寝る術を身につけ

られたのはこの時期のようです。多忙な仕事の合間を縫っ

』]奄∫

部で勉強さ
彎

、国家公務員試験上級に合格され
  ●

加速器完成後の各研究部には電子回路グループが作られ、

今西さんは請われて高エネルギー部に移 り、ESの検出

器用論理回路を担当されました。初期の トランジスター

で計数回路を組み、ニキシー管表示のスケーラを製作し

たり、独自の「標準」筐体・論理回路各種を開発し、規

格化された標準モジュールが出回るまでの ES共同利用

実験を支えられました。

実験精度の向上が求められるようになると測定装置の大

型化・データ収集の高速化への要求が高まり、データ収

集に計算機を使用する必要性が認識されました。昭和46

年、東芝のTOSBAC-3400を 中央計算機 とし、PDPを
端末 とする我国初の本格的なオンライン・ リアルタイム

のデータ収集システム開発では、端末側のソフトウエア

を担当され成功に導かれました。それ以降、計算機の大

型化 。高速化に伴 う更新時にはオンライン・ リアルタイ

ム装置に欠かせぬ人材 となられました。

今西さんを送る
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市販の電子回路が増えるに従い、実験に依存した特殊回

路等の開発に進まれ、今西さんの名前を冠して呼ばれる

ミニコン・インターフェースを製作されました。現在は

原子核実験以外の分野で も標準的に使1用 されている

CAMACは 、核研で使用開始した当初、国内メーカー

は知識もない状態でした。その後、高エネルギー物理学

研究所や大阪大学核物理研究センターでも採用され、今

西さん設計のユニバーサル基板は研究者が回路を自作す

る際に広 く使用されました。鉄 MACの普及に果たさ

れた今西さんのご功績は高 く評価されています。

世界最高エネルギーの電子・ 陽電子衝突型加速器 トリス

タンでの実験は昭和62年開始でした。今西さんは核研チー

ムの論理回路を引受けられ、大型実験装置 トパーズの ト

リガー回路を設計、チップをカスケードに接続するゲー

トアレーを製作して荷電粒子数を高速で数える方式を成

功させました。新提案のフイ ド規格 CAMACで飛跡検

出器用ディスクリミネータ等各種モジュールを大量に製

作されました。そのパネルに―ショッキングピンクやハワ

イアンブルーなどの色を選定し、測定室の雰囲気を変え

たのはお人柄です。原子核センター在任中は不安定原子

核用線形加速器の制御回路を設計・製作されました.。

今西さんは発起人として本格派な山の会 (エベレス ト)

を設立された事もあり、ゲレンデに立つと、普段少し猫

背で歩 く姿が一変して上級の腕前です。冨貴子夫人のご

実家のある長野県戸隠で 4人のお子様 とスキーを楽しま

れるのが恒例 と伺いました。昨秋、育児問題にご造詣が

深 く東京都の保健婦としてお勤めの奥様を若く して亡 く

されました。

今西さんのような良い腕を持つ玄人が現役から退かれる

のは残念な限りですが、今後もお知恵を拝借させて頂け

ると期待しております。御多幸を祈 ります。
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植物学教室に勤めた間、私にとって大きな出来事が 3

度あった。そのひとつは1996年、1971年、1975年 のシッ

キム・ ヒマラヤ植物調査隊の採取した植物を栽培したこ

と。この植物調査隊は東大の植物分類研究室を中心に組

織された。現地で採取した植物を鉢植えにして花を咲か

せ、種子をとることが目的のひとつにありました。シッ

キムやヒマラヤの植物を栽培するための教本はなく経験

者もいなかったので手探 り状態で始めた。温度、湿度、

土壌、日照などが東京と大きく異なるのでうまく育てら

れなかった。現地の気象条件に合わせるようにしたり、

植える土、植木鉢を工夫して育てた結果、花が咲いたと

きなどは嬉しくて自慢したり、種子が取れたりすると苦

労のしがいがあったなあと思った。これまで培ってきた

栽培技術の神髄を発揮できたと今でも確信している。約

200種、800鉢位栽培管理した。今でも桜、カエデ、モク

レン、ハナミョウガ、ツルソバ、シャガなどが元気に育っ

ている。

ふたつめは1978年 に植物学教室の研究対象が分子生物

学に移行するに伴って 1研究室 1技官になった。私はこ

青 山 惇 彦 (生物科学専攻)

aoyama(Duts 2.s.u― tokyo.ac.ip

れまでの経験が生かせる生態学研究室に配属された。当

時、植物の物質生産を研究していたので、光合成と無機

栄養の関係を仕事のテーマにした。まず光合成の研究論

文を参考に研究者の希望する装置を作った。装置は手作

りなので自在に改良することできるので多 くの研究者に

対応できた。私自身も生態学会、研究会、シンポジュム

で発表する機会を得た。

みっつめは1991年 にカリフォルニア州立大学のデービ

ス・バークレイ両校 とスタンホードのカーネギ研究所を

訪問したこと。各所で技術者が活発に且つ慎重に研究を

サポートしているところを見て末J激になった。

退官するに当たって

技術官は専門の優れた技術力、多くの知識、高い見識

をもって仕事に励めば自ずから道は開けると思う。研究

室付き技術官は教授の退官に伴つて研究内容が変わると

ゆうような厳しい状況がある。私事ですが55歳 の時にボ

スの定年による交代がありました。光合成から分子生物

に変わった時は55の手習いでした。その時の勉強の成果

で遺伝子に関するニュースなどの解説 ぐらいは素人に出

来るようになった。

技術官はいちに努力、にに努力、さんしがなくてごに

努力。

今後は日本の伝統文化 (芸術)のひとつ古流いけばな

の研究をします。

では皆さん長い問ありがとうございました。

いろいろあった40年

●

●
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退官者の挨拶・退官者を送る

生物科学専攻 。植物生態学研究室の技術官 。青山惇彦

さんが平成11年 3月 をもって無事本学を停年退官される

運びとなりました。ここに、同じ研究室でお世話になっ

た者として、ご退官をお祝い申し上げるとともに、送る

言葉を述べさせていただきます。

青山さんは、昭和32年10月 に東京大学理学部植物学教

室に技術官として採用されました。当時の植物学教室に

は、和田文吾、服部静夫、小倉謙、前川文夫、原寛といっ

た、当時の日本植物学会を代表的する鈴々たる面々が揃っ

ておられ、面接では大変緊張されたと伺っております。

昭和58年 4月 からは生態学研究室の所属 となり、以来、

佐伯敏郎、加藤 栄、渡邊 昭の 3人の教授 とともに、

研究・教育に努めてこられました。この間、研究室の研

究テーマは、「植物の物質生産 (光合成)と 栄養塩類に

関する生態学的研究」、「生物化学的手法による植物の光

利用特性の解析J、 「分子生物学的手法による環境生理学

的研究Jと 変遷をみましたが、青山さんの視点は常に個

体レベルからみた植物の生態・生理の理解にあったと思

われます。そして、それは、加藤研究室時代の、“個葉

光合成測定システム"の完成で具現化されています。こ

の装置は、温度域 (3℃の低温から50°Cの高温まで)、

光エネルギー強度 (暗黒から日中の太陽光以上に匹敵す

る2,300 μ mol m 2s lま で)、 ガス環境 (炭酸ガス、

窒素、酸素、窒素酸化物など)の設定が自在で、自然環

境下での植物個葉の光合成を実験室で再現することがで

きる画期的装置です。当時の大学院生の学位論文データ

の一部は、本装置を用いて測定されたものであります。

また、平成 3年には、当時、助手として勤務していた寺

島一郎氏 (現・阪大教授)と ともに米国ゴードンコンファ

レンスに参加し、自らの研究成果を発表されました。

西  田 生  自F(生物科学専攻)

nishida@biol.su‐ tokyo ac.jp

青山さんは、教育面でも惜しみなく努められ、特に、

研究室の学生実習では常に中心人物のひとりして活躍さ

れました。生態学研究室では、通常の実験室内での実習

の他に、 2つ の野外実習を担当しております。野外実習

では、一通 りの植物観察の後、自由研究の時間が設けら

れています。学生は、オリジナルの発想で、洞察力のあ

る、奇抜な、そしてときには、“みむめも"な仮説を立

てることが許され、その実証に 1日 の猶予が与えられま

す。青山さんは、この自由研究の間、学生の行 く先々を

追いながら (野外なので、学生はどこに自由研究に行 く

かわからない !)、 適切なアドバイスをしてこられまし

た。また、翌日の成果発表会では、“成果評価委員"の

一人として活発に議論に加わり、学生を励まし続けてこ

られました。このような青山さんの教育に対する情熱を

支えたものは、欧米に較べて狭除な実験環境にもかかわ

らず着々と成果を上げて行 く当教室の大学院生の姿を常々

見ていたからだとうかがっています。昨今はやりの、個

人主義的傾向に毒された院生 。研究者にだけはなってく

れるなと言う青山さんの言葉は、われわれを含めたすべ

ての教室員が肝に銘ずるところです。

青山さんは、また、プライベー トな時間には、70年の

歴史を誇る古流生け花会の第 6代日会長 として、研究と

は別の形で植物 と関わっています。学内には、延べ25名

のお弟子さんがおられると聞いております。定年後には、

研究・ プライベー ト両面で培ってきた植物の栽培技術に

関する知識を少しでも社会還元することを考え、養護施

設等を対象に花を育てる技術の指導をボランティアで行

うつもりであると伺っております。どうぞ、ご健康に留

意され、益々ご健勝であられることをお祈 り申し上げま

す。長い間、ありがとうございました。

青山さんを送る
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